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　　　　　教員の定年後生活（第２報,）
　　　　　　　一定年後の準備一
大　○細江容子　お茶女大　袖井孝子　大塚洋子　福島裕子
祉専門学校　竹田久美子　青葉学園短大　長津美代子

【目的】　ここでは、退職教員が退職後の生活や老後についてどの様に考え、どの様に準

備し、退職後実際にどの様な生活送っているのかについて見ていくことにする。
【方法】第一報に同じ

【結果】結果を要約すると以下のようになる。　’

①女性は男性より退職意識年齢が早くその差は５歳ほどである。②再就職についても、男
性の半数（51.6％)が再就職を経験しているのに対して、女性では16.4%と少ない。③再

就職先は、男性では勤め人が６割を占めるのに対し、女性は教師・講師が６割を占めてい

る。④退職準備に関しては、男女共に半数は「退職金・年金」で、次に多いのが男性では
　「健康」であったが。女性では「何もしなかった」とする者が多い。⑤退職準備をしなか

った理由は、男性では「特に必要を感じなかった」が６割と一番多いのにたいし、女性で

は「仕事が忙しかった」が一番多く５割弱となっている。⑥退職不安について見てみると。
男女共に「健康」が一番多く、次いで「生計維持」であり、三番目には「生きがい・余暇」

となっており、「生きがい・余暇」を挙げ･る者は男性管理職に多い。⑦生活設計の有効手
段は「先輩の話を聞く」が多く、次いで「講習会に出る」である。⑧退職準備プログラム

利用意向については、「あれば利用しただろう」とする者が男女共５割以上あり、「既に
利用した」とするものが２割ほどである。⑨退職後生活では、「悠々自適型」が男性６割、
女性8 割弱と多い。⑩定年後大切なことは、男女共に「健康」が一番多く、次いで男性で

は「趣味」、女性では、「収入」である。
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　【日的】　定年退職教員は、高齢者の地域社会活動を考える上で、豊富な情報を与える調

査対象である。本研究は卵暉雌芦員の地域社会参加活動への参加の促進要因を明らかに

するとともに、活動への参加が定年退職教員の態度行勁に及ぼす影響をとらえることを目

的とした。

　【方法】　第１報に同じ
　　　　　　･･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　【結果】①居住地の人口規模が小さいことが退職教員の活動参加の促進要因となってい

る②教員時代の管理職経験は活動参加の促進要因となっている。③定年退職の直後に再就

職をした者は引退意識が少ない。④定年退職後の生活に対する考え方と活動の有無は相互

規定の関係にある。定年退職後も休の続く限り活動し続けたいと考える嗇は地域社会活動

や就業に積極性を示す。一方、まわりに縛られることなく好きなことをして過ごしたいと

考える者は趣味活動への参加などを選ぶ。⑤r地域社会の一員jアイデンティティをもつ

ことと活勁参加は相互規定の関係にある. ⑥活動参加と地域社会で定年退職後も「先生」

と呼ばれることとは相互規定の関係にある、⑦定年退職後の付き合いの多さと活動参加は

相互規定の関係にある。⑧活動参加と生活満足は相互規定の関係にある。
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